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ti(l) :ホスト tの第 1I措j国モジューノレの
ユーザトランザクジョン平均処理1寺
1':¥]. 
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(3 ) 第 1I桂層への入力には第(1-1)と(l十1)階
j震からの入力が存在し， これらのサービス時
間の平均値は等しいものとする
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Wi(I)=Ei(I)/ {l-Ai(l)Ei(I)} Sec 
求める平均応答時間は次式で表される.
L L 
Tij=2x E E nAEi(I)/{l-Ai(l) 
x Ei(l)} + Ej(l)f {1 
-Aj(l)E j(l)} ] ( 1 ) 
したがって，ネットワーク全体の平均応答
時間 Tは次式となる.
































一例として，M=3 (ホスト l=M382，ホスト 2=




Table 1 Number of control messages and module 

















Tr ans ac t i ons; hou r 
関 3 ホスト 1のユーザトランザクションの平均応答時間
Fig. 3 Mean response time of user transactions at host 1 
under a specific traffic environment. 
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